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の
強
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な
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向
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が
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で
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ま
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、与
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の

国
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34
号
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の
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式
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、

今
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性
的
な
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の
解
消
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、

着
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も
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、早
期
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を
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所
存
で
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方
で
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価
高
騰
や
円
安
の
影
響
は
依
然
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大
き
く
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民
生
活
への
負
担
が
続
い

て
お
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、こ
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時
代
だ
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ら
こ
そ
、市
民

の
皆
さ
ま
の
多
様
な
声
を
真
摯
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受
け
止

め
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策
に
的
確
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反
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さ
せ
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い
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こ
と

が
、議
会
の
果
た
す
べ
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要
な
役
割
で
あ

る
と
考
え
てい
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、市
民
と
議
会
の
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語
って
み
ゅ
ー
か
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開
催
に
加
え
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は
議
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が
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を
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問
し
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世
代
の
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と
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行
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取
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を
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施
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治
を
身
近
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じ
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も
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は
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の
ま
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に
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で
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続
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を
丁
寧
に
お
聞
き
し
、

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
議
会
改
革
と
議
会

の
活
性
化
を
進
め
、市
政
発
展
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、議
会
活
動
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
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報
発
信
の
充
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に
も
努
め
て
ま
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ま
す
。

　
結
び
に
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さ
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の
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康
と
ご
多
幸
を
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り
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申
し
上
げ
る
と
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も
に
、本
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も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
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願
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申
し
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げ
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年
の
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あ
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と
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た
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す
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と
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に
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に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
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に
あ
り
が
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ご
ざ
い
ま
す
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を
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返
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ま
す
と
、４
月
に
県
内

初
と
な
る「
フ
ォレ
ス
ト
ア
ド
ベン
チ
ャ
ー・お

お
む
ら
長
崎
」が
野
岳
湖
公
園
近
く
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。新
た
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
誕
生
は
、地
域
経
済
の
活
性

化
は
も
と
よ
り
、本
市
の
自
然
を
生
か
し
た

賑
わ
い
創
出
の
非
常
に
重
要
な
観
光
拠
点

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
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ー
ト

レ
ー
ス
大
村
に
お
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て
は
、売
上
額
が
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年
連

続
日
本
一
を
達
成
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ま
し
た
。引
き
続
き
、

６
年
連
続
日
本
一
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
県
内
で
唯
一
、50
年
以
上
に
わ
た

り
人
口
増
加
を
続
け
、ま
も
な
く
10
万
人
の

大
台
に
届
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
背
景

に
は
、子
育
て
や
教
育
環
境
な
ど
の
充
実
に

向
け
た
地
道
な
施
策
の
積
み
重
ね
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
に
加
え
て
、本
市
で
は「
し
あ
わ

せ
循
環
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
」に
も
注
力
し
て

い
ま
す
。市
民
向
け
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ「
お
む

す
び
。」を
活
用
し
、子
育
て
支
援
情
報
の
提

供
、地
域
内
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス
、デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨「
ゆ
で
ぴ
」の
導
入
な
ど
、多
様
な

生
活
支
援
機
能
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、老
朽
化
が
進
む
本
庁
舎
は
、令
和

10
年
度
以
降
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
新

庁
舎
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。新
庁
舎
は

災
害
時
の
拠
点
機
能
を
備
え
る
と
と
も
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務
効
率
化
に

配
慮
し
た
設
計
と
し
、誰
も
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
市
役
所
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
たハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、暮
ら
し
や
す
さ
と
賑
わ
い
の
両

立
を
目
指
し
、地
域
全
体
の
活
力
向
上
に
大

いに
貢
献
し
てい
ま
す
。実
際
に
、日
経
ＢＰ
総

合
研
究
所「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド・ラ
ン
キ
ン
グ

（
住
み
よ
い
街
２
０
２
５
）」で
は
全
国
第
４

位
、「
子
育
て
し
や
す
い
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２５
」で
は
第
１
位
を
獲
得
し
、こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
が
全
国
的
に
も「
住
み
や
す
さ
」

と
し
て
評
価
さ
れ
た
結
果
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
外
と
のつ
な
が
り
を
広
げ
る
と
と
も
に
、地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィの
活
性
化
に
力
を
入
れ
、地

域
全
体
の
力
を
高
め
る
。そ
れ
が
、次
代
に
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。「ONE 
OM
URA

」の
精
神
の
も
と
、次
の
時
代
の
大

村
市
へ
、希
望
を
胸
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。ま
た
、跳
ね
馬
の
よ
う
に
今
年
も
力
強
く

飛
躍
す
る
年
に
す
る
べ
く
、そ
し
て
全
て
が
う

ま（
午
）く
い
く
よ
う
、馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い

て
まい
り
ま
す
。

　
結
び
に
、皆
さ
ま
に
と
って
本
年
が
輝
か
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ＢＰ
総

合
研
究
所「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド・ラ
ン
キ
ン
グ

（
住
み
よ
い
街
２
０
２
５
）」で
は
全
国
第
４

位
、「
子
育
て
し
や
す
い
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２５
」で
は
第
１
位
を
獲
得
し
、こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
が
全
国
的
に
も「
住
み
や
す
さ
」

と
し
て
評
価
さ
れ
た
結
果
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
外
と
のつ
な
が
り
を
広
げ
る
と
と
も
に
、地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィの
活
性
化
に
力
を
入
れ
、地

域
全
体
の
力
を
高
め
る
。そ
れ
が
、次
代
に
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。「ONE 

OM
URA

」の
精
神
の
も
と
、次
の
時
代
の
大

村
市
へ
、希
望
を
胸
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。ま
た
、跳
ね
馬
の
よ
う
に
今
年
も
力
強
く

飛
躍
す
る
年
に
す
る
べ
く
、そ
し
て
全
て
が
う

ま（
午
）く
い
く
よ
う
、馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い

て
まい
り
ま
す
。

　
結
び
に
、皆
さ
ま
に
と
って
本
年
が
輝
か
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

｜広報おおむら 2026.17


